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平成30年

２月の普及活動状況
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ダイジェスト版

～県下10農林事務所農業普及課と農業経営課（農業革新支援センター）の取組～
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岐阜県農政部農業経営課

[image: image6.jpg]



	新たなブランドづくり


郡上農林■だいこん　だいこん組合女性部意見交換会を開催
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　ひるがの高原だいこん生産出荷組合は、プロジェクト会議を定期的に開催し、産地が抱える生産者数の減少や高齢化といった課題をどの様に改善し、産地づくりをしていくか検討を重ねている。　　　　　　　
２月６日は産地を支えている女性の意見を聞くことを目的として当組合の女性部と組合長、関係者等との意見交換会が開催された。　　　
参加した女性からは、「夏季の労働時間が長い」「女性の負担が大きい」などの意見が出され、これらの改善に向けた要望等が出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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日頃、経営者である男性目線で話し合いが行われていたが、今回初めて女性の意見を聞いた事は、産地づくりの方向性を決める上で一助となりそうである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業普及課は、今回得られた意見を取り入れながら、今後の産地づくりに向けて、様々な提案を行い支援を続けていく。
下呂農林■エゴマ　新規栽培者を募集～各地の農事改良組合長会で周知～
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　下呂市では、飛騨地域の伝統的な特産作物である「あぶらえ（エゴマ）」のブランド化を進め、地域の活性化を図るため「飛騨小坂あぶらえ生産組合」が中心となり、生産拡大に向けて技術研修会などの活動を展開している。
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　２月15日に開催された役員会では、次年度の栽培面積拡大に向けて、新たな栽培者を増やすため組合員以外を対象にした「あぶらえ栽培研修会」が提案され、生産組合と農業普及課並びに下呂市小坂振興事務所とが連携して開催することとなった。

農業普及課では、新たな栽培者を増やすべく、研修会の案内チラシ作成や各地区で開催された農事改良組合長会において参加を呼び掛けるなど、研修会の成功に向けて支援を行っている。
	多様な担い手づくり　　


岐阜農林■担い手育成　平成29年度岐阜地域普及活動等成果発表会開催
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２月６日、シンクタンク庁舎において、岐阜地域普及活動等成果検討会を開催した。発表会には、管内の指導農業士や青年農業士等農業者、岐阜就農応援隊及び関係機関の職員等、93名の参加があり、普及活動事例２題、事例１題の発表と先進農家の講演を行った。
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普及活動事例では、「にんじん産地の構造改革への取組」、　　　「新たに法人化した(農)あおなみの経営安定に向けた支援」と題して、これまでの普及活動成果について紹介した。　　　　　　

また、ＪＡぎふ営農企画課職員から、「農業専用求人サイトの開設について」と題し、農業者の労働補完に関する取組について事例発表があった。

最後に、広島県の株式会社藤本農園代表取締役藤本聡氏から、「ＩＣＴ技術の農業経営への活用」と題して、会社経営から販売戦略、ＩＣＴ活用についてと多方面にわたり、示唆に富む講演をいただいた。
農業革新支援センター■ＧＡＰ　高校生にＪＧＡＰ（家畜・畜産物）について説明
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　２月１日に飛騨高山高等学校において、生物生産科２年生を対象にＪＧＡＰ（家畜・畜産物）の説明を行った。
飛騨高山高等学校では課題研究としてＪＧＡＰ（家畜・畜産物）を５名の生徒が取り組んでおり、ＧＡＰ取得チャレンジシステムチェック項目を用いたＧＡＰ実施状況を確認した。
[image: image14.jpg]i

In



この結果をふまえ、疑問点について質疑応答した。特に「生産工程におけるリスク管理」について例示して解説した。検討するなかで、実習で生徒が農場に一度に出入りするため、十分な広さの長靴洗浄場が必要であるなど学校ならではの課題がみつかった。
革新支援専門員はＪＧＡＰ（家畜・畜産物）指導員としてＧＡＰの実践レベルの向上とＧＡＰ認証取得を推進する。
	売れるブランドづくり
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飛騨農林■水稲　おいしい米作りの活動成果を発表
　２月13日に開催された中山間農業研究所本所試験研究成果検討会の中で、農業普及課から“美味しい米作りによる飛騨産「コシヒカリ」のブランド力向上“と題し発表を行った。今回の発表では、農業普及課が力を入れて取り組んできた、美味しい米作りに向けた栽培技術の底上げや、地域全体で取り組む体制づくりを中心に、これまでの活動と取り組み成果について報告した。
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農業普及課では、飛騨地域における美味しい米作りの取り組みをさらに盛り上げるよう、今後も活動を進める。
	住みよい農村づくり


西濃農林■西濃農業の活性化を目指すセミナー　平成29年度普及・営農指導活動成果報告会を開催
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　西濃農林事務所は２月21日、ＪＡにしみの及び西南濃農業普及事業推進協議会との共催で、西濃農業の活性化を目指すセミナーを開催した。
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普及活動報告として「土地利用型経営体の育成と経営改善に向けて」では、法人化等による担い手育成や、経営補完品目及び低コスト省力化を目的とした新技術の導入について、また「梨産地に風を起こす」では、梨根圏制御栽培法の実証や後継者育成に係る発表を行った。
ＪＡにしみの営農指導員（TAC）からは、「ケイ酸加里の施用時期による食味への影響について」として、土づくり資材の施用時期による水稲の生育並びに食味に及ぼす効果について発表があった。ＪＧＡＰ上級指導員による講演では、ＧＡＰに関する状況、ＧＡＰをする、とるに当たっての視点などが詳しく説明された。
セミナーには約160人の出席があり、西濃農業の活性化について考えるとともに、出席した農業者及び関係機関職員の情報交換の機会ともなった。農林事務所はセミナーの組み立て、開催を主体的に行った。
揖斐農林■いび農業活性化研修会　　元気な揖斐の農業をめざして　
揖斐農林事務所及び揖斐郡農業振興協議会は、２月７日に「食、農、環境が一体となった元気な揖斐の農業を目指して」をテーマに「いび農業活性化研修会」を開催した。管内の農業者、関係機関等約170人に出席いただいた。農業普及課からは「就農支援の取り組みについて」として、揖斐地域就農支援協議会や就農支援チームの活動、帰農塾やあすなろ農業塾の取り組み、次年度新たに設置される研修拠点等について報告した。また「ＧＡＰ（良い農業の実施）に取り組もう！」と題し、ＧＡＰの意義や導入のポイント、具体的な点検項目の事例、県の支援制度等について説明した。講演では、「水田のフル活用・高度利用を図る排水対策と土づくり」と題し、株式会社クボタの寺井利久技術顧問を講師に、水田への野菜等導入で課題となっている湿害及び排水対策等について事例を交えて説明があった。また情報提供として、揖斐農林事務所農地整備課から「農業基盤整備促進事業（暗渠排水）」、西濃農業共済組合から「収入保険制度」についての説明があり、今後の営農活動を行う上で興味深い内容も多く、参加者は熱心に聞き入っていた。
また、担い手リーダーや農業婦人クラブの活動を紹介するパネル展示や、大野の柿を使用した「柿クリーム大福」の試食を実施し、多くの方に管内の活動を紹介するよい機会となった。

中濃農林■普及指導活動成果発表会　「ひらく農業・中濃」開催
２月14日、中濃農林事務所主催で平成29年度普及指導活動成果発表会「ひらく農業・中濃」を開催した。県議会議員、中濃就農応援隊長をはじめ、農業者、関係機関等約90名が参加した。
農林事務所からは、二つの成果発表を行った。「担い手育成プロジェクト2000達成に向けた多様な担い手への活動支援」では、プロジェクトチームの活動により新規就農者が増加したことを説明した後、管内の農業女子３名が登壇し、農業を始めたきっかけ等を発表した。「清流長良川の恵み『円空さといも』の産地活性化」では、機械化及び作業委託により、作業を省力化できた事例について発表した。
また、カネ井青果(株)の長谷川貴之取締役営業部長より、「これからの青果の流通について」と題して、仲卸としての新たな取り組みについて講演いただいた。

質疑応答では、「若い農業女子が活躍し励みになる」、「今後も担い手を増やして欲しい」、「里芋作業の機械化体系の確立をお願いしたい」等の声が聞かれた。

可茂農林■成果発表　明日の可茂農業を考える会開催
２月６日に可茂農林事務所と可茂地域農業振興協議会の主催による「明日の可茂農業を考える会」を坂祝町中央公民館で開催した。

今年は、「活かそう！育てよう！地域の力」というテーマで地域の活性化を中心に開催し、参加者は総勢120名ほどと大盛況であった。

農林事務所からは、「地域が一体となった担い手の育成」、現地事例情報では、美濃加茂市堂上蜂屋柿振興会長より「蜂屋柿のＧＩ取得によるブランド化」についての発表を行った。

最後に長野県農業再生協議会経営コンサルタントの齋藤講師から実際の集落営農組織を立ち上げた時の経緯やその課題などを中心に講話していただいた。参加者は、地域農業について考えるきっかけをつかめたようであった。

農業普及課としては、引き続き担い手育成や集落営農を通じて地域の活性化を推進していきたい。
東濃農林■土岐地区農業普及事業推進協議会 農業普及活動発表会を開催
　東濃農林事務所では、2月26日に土岐地区農業普及事業推進協議会と共催で、「農業普及活動発表会」を開催した。発表会には、東濃管内の農業者や関係機関の他、東濃就農応援隊員など、約110名が出席した。

　農林事務所からは活動事例として、瑞浪市日吉町での集落営農法人設立の支援について発表を行った。また、多治見市廿原町で、もみじ葉の生産と、もみじ茶やドライもみじ等の６次産業化に取り組む若手農業者から活動報告をいただいた。

　講演会では、昨年度から東濃就農応援隊研修会にコーディネーターとして指導いただいている岐阜大学応用生物科学部の前澤教授から「東濃地域の強みを引き出す農業の在り方」と題して講演いただいた。東濃管内の強みと弱みや売れるしくみのポイント、消費者ニーズとはどういうものか等、参加者にとって大変参考になる講演であった。

農林事務所では、今後もこうした発表会を通じて、地域農業の活性化を推進していく。
恵那農林■普及活動全般　「農業普及課・中山間農業研究所中津川支所合同成果検討会」を開催　
　農業普及課並びに中山間農業研究所中津川支所は、普及指導活動や最新の研究技術を紹介・検討する成果検討会を２月１日に恵那総合庁舎において合同開催し、中津川市・恵那市内の生産者・ＪＡ・市・県関係者等131名が出席した。
　本年度で７回目となる同検討会では、農業普及課から「地域農業を支える担い手の育成」他、合計３課題について活動成果を発表した。
　続いて、中山間農業研究所中津川支所からは「恵那地域における極良食味コシヒカリ栽培技術」他、合計４課題及び産業技術センターからクリに関する研究成果を発表した。
　発表後の総合討議では、特に、次年度から米の直接支払制度が終了する背景の中で、中山間地域における今後の土地利用型農業の振興方策について、営農に対する不安を含めた質疑応答も行われた。
農業普及課では、今回の検討会の結果をふまえて、今後も恵那地域ならではの特長を活かした農産物生産振興と中山間地農業の活性化に向け、普及指導活動を展開する。
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